














が神事を催した際、神への供物の御
み て ぐ ら

幣を捧げたとされている。
　また、猿田彦大神は昔、大麻山の峯に鎮まり座したが、後世に至り合祀されたと伝え
られる。天孫降臨を啓

みちひらき

行（先導）された猿田彦大神は、高千穂に瓊
に に ぎ の み こ と

瓊杵尊を案内した後、
天
あ め の う ず め の み こ と

宇受賣命と共に本拠地である「伊勢の狭
さ な が た

長田五十鈴の川上」の地に戻ったが、阿波の国
を始め全国の開拓にあたったとされている。
　大麻比古大神とは、大昔阿波国を開拓した阿波の忌部氏の祖先の神。神武天皇の代に忌
部氏の子孫が阿波国に入り、国土を開拓して麻や楮

こうぞ

の種を播いて麻布や木綿を作り、郷土
の産業の基を開いて人々の福利を進めた。
　その氏族は麻植郡（現吉野川市）を拠点として開拓し、のちに先祖の天

あめのひわしのみこと

日鷲命を祀った。
この神社がは、徳島市に忌部神社として祀られ、ご神徳を讃えて麻植の神とされている。

　　【取材こぼれ話】
　　ドイツ橋とめがね橋

　大麻比古神社の境内を流れる小川の板東谷川に、小さな石製の
アーチ橋が架かっている｡日本百名橋の徳島88景に選定された「ド
イツ橋」である｡ 第 1 次世界大戦でドイツの租借地だった青島で
捕虜となり､ 大麻比古神社の約 2km 南にあった板東俘虜収容所
に収監された 953 人のドイツ兵達が築造したもの｡
　当時、大麻比古神社境内はドイツ人捕虜達の散策に利用されて
いたが、板東俘虜収容所での捕虜への対応が人道的かつ寛大で友
好的である上、地域住民との交流も積極的だったことから、地元
住民との間に国境を越えた人間愛と友情が芽生え､ 高い水準のド
イツ文化がこの地に伝えられた。バターやチーズの製法､ 博覧会
の開催､ 楽団による演奏会など、地元の発展に大きく貢献したの
だった。彼らが帰国する際に母国の土木技術を生かし､ 付近で採
取出来る撫

む や が ん

養岩（和泉砂岩）を使って記念に残したのがドイツ橋だっ
た｡ 大正 8 年（1919）4 月初旬に着工し、同年 6 月末に完工したアー
チ形式の橋で､ 重さは 195㌧になるという｡ 平成 16 年（2004）1 月
に徳島県の文化財史跡に指定され､ 現在は保存のために橋の上が
通行出来なくなっいる。
　神社の境内にはこれとは別に、ドイツ人捕虜達が造成した池が
あり、この池にも捕虜達の建造した小さな石造りの 2 連アーチ橋
の「めがね橋」が架かっている。こちらは通行が可能である｡（米山） ドイツ橋（上）とメガネ橋

【参考文献】「阿波の歴史と文化」（阿波の歴史と文化刊行会）、「阿波歴史文化道」（歴史・文化道推進協議会事務局）、「徳
島の歴史」（徳島県立図書館）
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